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ウェブサイト等
【JICA東京国際センター】　https://www.jica.go.jp/tokyo/
【東京大学三四郎会】　http://www.facebook.com/todaisanshiro

（　　　　　　）
奨励金額 視察先決定後に算出 円

計

参加するための

費用
※

内　訳（1名当たり） その他
※

特記事項は以下に記載
交通費 実費

（　　　　　　）

（　　　　　　）

目 的
国際協力の重要な現場であるJICA国内拠点において、海外からの研修員受入に伴う研修や業務、地域・
NGOとの連携について体験することを通して、日本の国際協力の現状と課題、地域との連携のあり方につ
いて理解を深める。

備 考

全体の概要決定予定：5月末
スケジュール決定：7月末
＊活動期間は受入先から指定されます（参加学生が活動期間を選択することはできません）
＊活動予定期間は全て空いている学生が申請することが望ましい。

具体的な内容
（８００字程度）

①事前研修プログラム
・本学社会連携本部卒業生部門との打ち合わせ、企画説明の機会を持つ。
・オリエンテーション（参加学生の顔合わせ、問題意識や目標の設定・共有）を行う。
・他の東京大学三四郎会企画と合同でマナー/スキル研修を行う。

②活動内容
◆活動先：JICA東京国際センターはJICAが全国11カ所に設置している国際センターの中で最大の事業規
模を持ち開発途上国から国づくりの担い手となる多数の人材を「研修員」として受け入れ、開発途上国のさ
まざまな課題に対応して、日本の知見と技術を伝える多種多様な研修メニューを提供している。
インバウンドの教育・研修は研修員の技術習得だけではなく、日本理解の促進や地域の活性化にも貢献し
ている。東京国際センターは関東の1都3県（東京・群馬・埼玉・千葉）および新潟県における国際協力の総
合窓口・活動拠点として地域と連携した活動を行っている。

◆昨年度の体験活動内容
1）JICA東京においてJICA東京の事業概要についてのオリエンテーション
2) 研修員受入れに伴う業務の体験
3）JICA東京が実施している事業の分析（課題はJICAが設定）
4) 各国からの研修員へのヒアリングと交流
5) 体験のとりまとめとJICAでの報告会

◆備考
1) 他大学及び自治体と合わせ、同時期・同期間・同実習内容となる。
2) 実習内容についてはJICAが決定する。
　
③事後プログラム
活動終了後に、他の東京大学三四郎会企画参加者も含めたプレゼン報告会を行う。

活 動 期 間 主な活動場所
JICA東京国際センター

（渋谷区西原）
2019/8/26(月) 9/6(金)のうち

１週間程度※（備考欄を参照）

2 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等
・国際協力・開発援助に関心を有する学部学生
・英語の会話・読解能力を有すること
・プログラム全期間を通して参加できること

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

最 終 更 新 日 ： 2019 年 4 月 5 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

JICAの国内研修現場で国際協力を知る

団 体 名 等 東京大学三四郎会


